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W/Cは、安全側に45.0％とする
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産 地 又 は 品 名

埼玉県秩父郡皆野町砕 　砂  A
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②

砕石2005A① 栃木県鹿沼市

③
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②

チューポール ＮＶ-Ｇ５
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種 類
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Ａ 化学法 5㎜ 2.80
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ASR に よ る 区 分

 W=157

No.

製 品 名

単位セメント量

単位細骨材量

(㎏/㎥)

(㎏/㎥)

(N/㎜2)

混和剤③

混 和 材 ②

水 細骨材①

―

細骨材②

単 位 水 量

規格区分：備考：

40.5%細 骨 材 率水 セ メ ン ト 比 45.0%

配 合 強 度

混 和 剤 (㎏/㎥)

Ｓ ：単位細骨材量　(㎏/㎥）

単位粗骨材量

Ｇ ：単位粗骨材量　(㎏/㎥）

W/C：水セメント比　 (％）

A d：単位混和剤量　(㎏/㎥） G=427×2.64＝1127

Va：骨材の絶対容積　　　(ℓ/㎥）

Vs：細骨材の絶対容積　　(ℓ/㎥）

Vg：粗骨材の絶対容積　　(ℓ/㎥）

S=290×2.64＝767

C=157/0.45＝350 

(㎏/㎥)

骨 材 の 絶 対 容 積

細 骨 材 の 絶 対 容 積

粗 骨 材 の 絶 対 容 積

( Ｗ )

(Ｖｃ)

(ＶＡ)

(Ｖａ)

(Ｖｓ)

(Ｖｇ)

ここで、

（ ％ ） Vc：セメントの絶対容積　(ℓ/㎥）

VA：空気量の絶対容積　　(ℓ/㎥）

Ｃ ：単位セメント量(㎏/㎥）

Ｗ ：単位水量　　　(㎏/㎥）

157(N/㎜2)

S/a=40.5  

15

1000-(157+111+15)=717

717×0.405=290

717-290=427

350/3.16=111

配合表(㎏/m3)

粗骨材③ 混和剤①

細 骨 材 率

示  　方　　配　　合　　の　　計　　算　　書

350 ― ―157 ― 1127767 ―

絶 乾表 乾

化学法 20㎜

粗粒率又
は実積率

3.0以下2.64

吸 水 率
（ ％ ）

密 度 (g/cm3)

2.5以上2.64

2.5以上

3.0以下

空　　気　　量 1.5% コンクリートの塩化物含有量 0.30

使　　　　　用　　　　　材　　　　　料

混 和 材 ①

セ メ ン ト 生 産 者 名 密度(g/cm3) Na2Oeq(%)

― 種 類 ― 密度(g/cm3)製 品 名 ―

Ad=350×0.011＝3.85

S/a：細骨材率　　　 (％）

(㎏/㎥)

　

kg/㎥以下

密度(g/cm3) ―

3.16

Ｎ

0.65

セメントの種類
に よ る 記 号

配　　合　　の　　設　　計　　条　　件

呼 び 方

コ ン ク リ ー ト の
種 類 に よ る 記 号

普通 27 12±2.0

ス ラ ン プ
cm

粗 骨 材 の 最 大 寸 法
mm

20

太平洋セメント株式会社

σ3´´ += ckfcrf

0.330.230.27 =´+=

xy 809.26772.25 +-=

0.2=σ

ヤマケイプレコン株式会社 埼玉工場

埼玉県加須市志多見 1915     

𝑊 𝐶⁄ = 26.80933 + 25.772 × 100＝45.6













当工場におけるアルカリ骨材反応抑制対策の実施報告 
 

ヤマケイプレコン株式会社 

埼玉工場 

 
国土交通省は通達により、コンクリート工場製品はアルカリ骨材反応を抑制するため、

次の３つの対策の中のいずれか１つについて確認をとらなければならない。 
としております。 

 
1、コンクリート中のアルカリ総量の抑制 
 試験成績表に示されたセメントの全アルカリ量の最大値のうち、直近６ヵ月の最大の値

(Na2O 換算値%)/100×単位セメント量(kg/㎥)＋0.53×(骨材中の NaCl%)/100×該当単位骨

材量(kg/㎥)＋混和剤中のアルカリ量(kg/㎥)が 3.0kg/㎥以下であることを計算で確かめるも

のとする。 
 
2、抑制効果のある混合セメント等の使用 
 高炉セメント B 種(スラグ混合比 40%以上)、または C 種、もしくは、フライアッシュセ

メント B 種(フライアッシュ混合比 15%以上)、または C 種であることを試験成績表で確認

する。 
 また、混和材をポルトランドセメントに混入して対策をする場合には、試験等によって

抑制効果を確認する。 
 
3、安全と認められる骨材の使用 
 骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法もしくは、モルタルバー法)により骨材が無害で

あることを確認する。 
 
 
当工場では、「1、コンクリート中のアルカリ総量の抑制」によって、アルカリ骨材反応

抑制対策をおこなっております。（計算と計算結果は別紙「アルカリ総量の計算表」に記載） 
 また、骨材業者が実施する骨材のアルカリシリカ反応性試験の試験成績表により、無害

であることも確認しております。 
 










